
平成20年12月橋本市議会定例会会議録（第４号）その８ 

平成20年12月10日（水） 

                                           

（午後３時46分 再開） 

○議長（中上良隆君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番21、12番 辻本君。 

〔12番（辻本 勉君）登壇〕 

○12番（辻本 勉君）ただ今議長の許しをい

ただきましたので、一般質問を行います。 

 12月定例会といいますか、2008年、最後の

一般質問であります。３日間、本当に大勢の

方が一般質問をされまして、いろんな議論を

していただきました。本当にご苦労さまでご

ざいました。中には不満足な点もあったと思

うんですけども、それなりの議論をいただい

たということで、当局も前向きにこれから取

り組んでいただけることだと思っております。 

 初めて大トリの順番が回ってきまして、ち

ょっと気合いが入っていますので、今回はで

きる限りびしっといきたいと思っております

ので、それなりの答弁をよろしくお願いいた

したいと思います。 

 それでは始めたいと思います。 

 まず、一点目は、幼保一元化５カ年計画の

進捗状況と、年次計画が遅れることによる問

題点についてであります。 

 幼保一元化５カ年計画により、来年４月に

は高野口こども園が開園されますが、それ以

降の計画についてどのように進んでいるのか、

計画が順次進まないようであれば変更もあり

得るのか、また、遅れることによってさらに

老朽化する園についてどのような対策をとら

れるのかをお尋ねいたします。 

 まず、一点目であります。 

 次の開園予定であります、すみだこども園

について、当初計画では、平成21年度工事、

22年度開園となっておりますが、地元説明と

協議がどのようになされ、どの程度進んでい

るのか、このことについてお尋ねいたします。 

 二点目でありますけれども、高野口こども

園は予定どおり開園されようとしていますが、

他の４地域、４こども園については、隅田の

ほうが大変遅れておるということで全くめど

が立たない、見通しが立たないのが現実では

なかろうかと思いますので、この５カ年計画

の見直しはあるのかどうかについてお尋ねい

たします。 

 三点目ですけれども、計画が大きく遅れる

と、さらに老朽化が激しくなる園についてど

のような対策を考えておられるのでしょうか。

大変古い園がたくさん残っております。５カ

年計画ということで、それであれば若干補修

等で辛抱はできるんですけども、これが大き

く延びていきますと、大変子どもたちにとっ

て悪影響を与えるということで、この点につ

いて詳しく対策を考えておられるのかどうか

お尋ねいたします。 

 続いて、四点目ですけれども、高野口こど

も園の状況についてということで、来年４月

開園に向けて募集も行われましたし、現在、

備品等の購入も含めましていろんなことをや

られておると思うんですけども、その辺の状

況についてをお尋ねしたいと思います。 

 続きまして、大きな二点目ですけれども、

本市の教育改革プランを平成21年度当初予算

にどのように反映させるかについてでありま

す。 

 本市の教育改革プラン基本計画に三つの大

きな柱を立てておられますけれども、成果と

課題を精査し、平成21年度当初予算にどのよ

うに反映させるつもりなのかをお尋ねいたし
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ます。 〔教育長（森本國昭君）登壇〕 

 まず、①ですけども、平成19年度に教育改

革推進室が組織され、要員４名でありまして、

約２年間やられておるわけでありますけれど

も、その成果と課題についてをお尋ねしたい。

私も教育改革推進室とのかかわりの中でいろ

んな事業に参画をさせていただいておるんで

すけれども、成果を挙げておられるというこ

とについては十分認識しておるんですけれど

も、改めてその成果と課題についてをお教え

願いたい。 

○教育長（森本國昭君）辻本議員の質問にお

答えをいたします。 

 平成18年11月の文教厚生委員会におきまし

て、橋本市教育委員会では、「人づくりはまち

全体で行う」という基本方針のもと、各課、

関係機関の協力体制の確立、教育環境の整備、

発展性のある教育施策の再検討、継続性のあ

る長期ビジョンを持った事業展開をめざした

「橋本市教育改革プラン」を報告させていた

だきました。 

 ②基本計画達成と課題があるようであれば、

課題解決に向けて予算、組織、人員の三点に

ついて、教育改革推進室を21年度当初予算に

どのように反映させるつもりなのかをお尋ね

したいと思います。 

 このプランを受けて、平成19年度には教育

委員会の機構改革を行い、教育改革推進室を

設置するとともに、各課等が連携した喫緊の

課題解決のために五つのプロジェクトチーム

を組織しました。また、ビジョン策定のため

に橋本市教育協議会を組織し、「橋本市の生涯

学習の在り方」、「橋本市の小中一貫教育の在

り方」について諮問いたしました。 

 続きまして、三点目です。 

 橋本市民病院において人工透析治療をとい

うことです。 

 市民病院が現在地小峰台に新築移転される

ときにも、多くの透析患者より人工透析治療

を実施してほしい旨の強い要望がありました。

また、現在もその声がさらに大きくなってお

ります。伊都地方には、本市にある民間の２

施設しか治療できる病院がありません。そし

て、糖尿病や脳梗塞など、いろんな病気を持

ちながら透析されている方も少なくありませ

ん。 

 協議会から平成20年３月に答申を受け、橋

本市教育委員会の基本方針、「人づくりはまち

全体で行う」に沿い、基本目標「橋本市に誇

りを持ち、これからの橋本市を担う、活気と

責任、自覚ある人づくり」達成のため、答申

を具現化し、「人が育ち合う、共育のまちづく

りプラン」の骨子を策定いたしました。 

 平成20年度は、「人が育ち合う、共育のまち

づくりプラン」の骨子に基づき、橋本市教育

委員会の方針・教育施策を決定し、教育改革

実行の年と位置づけ、取り組みを進めている

ところでございます。 

 近くてより大きな総合病院にて透析を受け

ることが、患者の方が安心感を持ち、万一の

ときの対応も十分だと考えます。橋本市民病

院において実施できるのでしょうか、それと

もできないのですか。できないのであれば、

その理由をお尋ねいたしたいと思います。 

 これまでの取り組みで、成果として次の三

点が挙げられます。 

 まず、「人が育ち合う、共育のまちづくりプ

ラン」の根底に流れているものは、生涯学習

を基盤とした人づくりです。このことを教育

委員会職員が意識しながら担当業務に当たる

とともに、各課等が連携したプロジェクトを

 １回目の質問を終わります。 

○議長（中上良隆君）12番 辻本君の一般質

問に対する答弁を求めます。 

 教育長。 
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進めることができたこと、二点目は、学校教

育と社会教育とが連携した、青少年育成市民

会議とともに進めておりますシンポジウム事

業、ボランティアで学校に入り、子どもたち

に体験活動やものづくりなどをしていただけ

る人材バンク事業、家庭の教育力の向上を目

的に地域人材を活用した家庭教育支援事業等

を進められたこと。 

 この中で、家庭教育支援事業につきまして

は、12月３日に文部科学省から事業視察があ

り、全国的にもすぐれた取り組みであるとの

評価を受け、本事業にかかわってくださって

いる地域の方々とともに、今後の取り組みの

充実を確認し合ったところでございます。 

 三点目は、保育園、幼稚園をはじめ、学校

や地域において大人が語り合うシンポジウム

や講座の機会を設定したり、公民館において

乳幼児を持つ親の集まる場づくりを広げ、子

育て支援事業を今までよりも充実したりでき

たことなど、大人がコミュニケーションを図

れる機会の拡充などが挙げられます。 

 また、これらの取り組みを通して、橋本市

には橋本市をよくしていこうと活動されてい

たり、協力いただけたりする方々が多くおら

れ、その方々と出会ったことも大きな成果で

あると言えます。 

 また、今年度は11月を橋本市学び月間、11

月３日を橋本市学びの日と制定し、各課、公

民館、図書館等においてさまざまな取り組み

を行いました。特に、11月30日に行いました

橋本市学びの日こどもまつりは、「人が育ち合

う、共育のまちづくりプラン」骨子に示した

基本計画を具現化した取り組みの一つとして、

「出会い、ふれあい、学び合い」をテーマに

実施したところでございます。 

 課題としては、成果に挙げたことを今後継

続して発展・拡充していくこと、今年度の取

り組みを踏まえ、「人が育ち合う、共育のまち

づくりプラン」を肉づけしていくことでござ

います。また、平成19年度から取り組んでい

る（仮称）子育て支援課の設置の実現でござ

います。 

 小中一貫教育を含め、乳幼児教育から小学

校、中学校への連続した教育環境・カリキュ

ラムづくりも進めなければなりません。新し

いことを進めるにあたっては、今後も課題は

多く出てこようかと思いますが、プランに基

づき着実に進めたいと考えております。 

 次に、「人が育ち合う、共育のまちづくりプ

ラン」の基本計画達成と課題解決に向けて、

予算、組織、人員の三点について、平成21年

度当初予算にどのように反映させるつもりか

とのご質問にお答えをいたします。 

 本プランは、先ほども答弁させていただき

ましたように、生涯学習を基盤とした人づく

りです。そのためには、プランの計画的な推

進・評価、生涯学習の推進のための組織づく

りが不可欠になります。また、（仮称）子育て

支援課と乳幼児教育と小学校、中学校との連

続性のある施策を展開するための組織づくり

もあわせて行う必要があります。このことに

ついては、現在市長部局と協議を進めている

ところでございます。予算については、プラ

ンに沿い、現在の組織の中で継続して取り組

むことのできるものについては、平成21年度

当初予算として担当課等から要求を提出した

ところです。 

 予算、人員ともに組織の決定に伴うものに

ついては、組織つぐりの中であわせて市長部

局と協議を進めていきたいと考えております

が、人づくりは橋本市のまちづくりの基本で

あり、成果にも挙げましたように、その機運

が高まりつつある今、取り組まなければなら

ないと考えておりますので、ご理解とご支援

をいただきますようお願いいたします。 

○議長（中上良隆君）橋本市民病院長。 
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〔病院長（山本勝廣君）登壇〕 

○病院長（山本勝廣君）橋本市民病院におい

て人工透析をの質問にお答えいたします。 

 市民病院の建設構想時に人工透析が行える

施設の建設について議会から幾多の質問がな

された中で、市長及び院長の答弁として、官

民の役割分担や医療圏域のベッド数等の状況

を加味して整備する必要があるため、すべて

の疾患に対応するためには限界がある中で、

維持透析等の設備はなくとも、患者さんには

ご迷惑をかけないという方策を考える必要が

あり、また、地域医療は不変ではなく、患者

さんの実態と稼働病床が大きくかけ離れた場

合には、今後、伊都医師会と十分話し合って

対処してまいりたいとの答弁をいたしている

ところであります。 

 日本透析学会が毎年実施している統計調査

「わが国の慢性透析療法の現況」によります

と、2006年12月31日現在の国内の透析人工は

26万4,473人で、前年度より6,708人増加し、

国民4,644人に１人が透析患者であるとの報

告がなされております。 

 また、橋本保健所管内において治療を受け

られている患者数は約124人で、透析療法を行

える医療機関は２施設で、保有ベッド数は58

床となっています。 

 本院の透析装置は、ＣＨＤＦ、すなわち持

続緩除式血液ろ過透析装置が２台あります。

この機器は、平成18年度に心臓血管外科の開

設時に購入いたしました。ＣＨＤＦは、体外

循環の血液量、透析液量、ろ過量は少なく、

病因物質の除去は長時間を要するため、一般

透析患者には適しない機器となっています。

このため、合併症を併発され、腎機能障害に

ある患者さんの透析を行うことは、本院の現

状では困難な状況であります。 

 なお、今後の対策としては本院が急性期病

院として維持運営していくためには、将来経

営が安定した段階でＩＣＵ施設を保有する必

要があり、その時点において合併症を併発し

ている透析患者にも対応できるよう整備して

まいりたいと考えています。 

 ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（中上良隆君）幼保一元化推進室長。 

〔幼保一元化推進室長（前田彦尚君）登壇〕 

○幼保一元化推進室長（前田彦尚君）幼保一

元化のご質問にお答えいたします。 

 幼保一元化５カ年計画の進捗状況と年次計

画が遅れることによる問題点についての一点

目、（仮称）すみだこども園の地元との協議の

状況についてですが、昨年の計画発表以来、

パブリックコメントや保護者の方々などを対

象とした説明会を通じて、市民の皆さまへの

説明不足、市民との合意形成がなされていな

いなどのご意見をいただきました。 

 こうした経過から、すみだこども園建設計

画については、７月に市職員に地元区長の代

表や関係保育所、幼稚園の保護者会の代表を

交え、懇談会を開催いたしました。 

 懇談会では、「隅田地区の西地域にこども園

をつくってほしい」、「幼稚園の統合について

は、区民の総意に基づいて行ってほしい」、「幼

稚園が廃園になると、地域の文化の中心がな

くなる」、「なぜ民営化する必要があるのか」

など、厳しいご意見をいただきました。 

 今後、この懇談会でさらなる意見交換を行

った後に、これまでいただいたご意見などを

踏まえ、十分検討を加えながら、隅田、恋野

地域におけるこども園の配置について、方針

決定したいと考えております。 

 次に、高野口こども園以外の地域の見通し

がつかない中で、計画の見直しはあるのかと

のおただしですが、計画ではすみだこども園

の開園は平成22年４月となっています。建物

の設計開始から建築終了までに約２年必要で

あることから、現在の進捗状況では、この開
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園は延期しなければならないと考えています。 

 また、すみだこども園の進捗の遅れは、他

の地域の事業着手へも影響が出ており、市民

との合意形成を図りながら事業を進めていく

には、計画期間の延長や各こども園の年次計

画の見直しなど計画の再検討が必要であると

考えています。 

 次に、計画が遅れた場合の老朽化が進む園

への対策についてですが、多くの保育所、幼

稚園は昭和50年前後に建設されており、老朽

化が進んでいます。計画を着実に進めること

でこうした老朽化施設への対応も可能となり

ますが、事業進捗が遅れている現状から、計

画の対象となる園についても緊急性を考慮し

ながら当面修繕等により対応してまいりたい

と考えています。 

 次に、高野口こども園の状況についてです

が、９月７日に入園説明会を開催し、10月よ

り入園の受付を開始しています。現在の申し

込み状況は122人で、統廃合となる園からは卒

園する子どもを除き、ほとんどのこともが転

園予定となっています。指定管理者の「社会

福祉法人子どもの家福祉会」では、保育士等

の職員採用を終え、職員研修が行われていま

す。 

 引き継ぎ保育については、12月に該当園と

の日程調整や引き継ぎ保育の内容の協議を行

い、来年１月から２月にかけて該当園に職員

を派遣し、子どもの観察、合同実習、子ども

の特徴の話し合いなど、言葉と文字でのやり

とりを通じて信頼と安心感づくりに重点を置

いた密度の濃い引き継ぎを行います。 

 建築工事については、現在内装工事を行っ

ており、順調に進んでいます。工事の完成は

来年１月末で、工事検査等を終了し、市への

施設の引き渡しは２月中旬になる予定です。 

 その後、備品等の納入を行い、３月には入

園決定者に対する入園説明会や体験入園を開

催する予定となっております。 

 以上でございます。 

○議長（中上良隆君）先ほどの病院長の答弁

の中で訂正があるようでございますので、こ

れを許します。 

 病院長。 

○病院長（山本勝廣君）先ほど、透析患者さ

んのところで数字を間違えましたので、訂正

させていただきます。 

 先ほど、国民4,644人に１人が透析患者であ

ると申し上げたんですが、事実は464.4人に１

人が透析患者との誤りでございます。どうも

失礼いたしました。 

○議長（中上良隆君）12番 辻本君、再質問

ありますか。 

 12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）都合上、２番のほうか

ら再質問に入らせていただきたいと思います

ので、よろしくお願いします。２番、１番、

３番と行かせていただきます。 

 教育改革プランについての話でありますけ

ども、教育長のほうから成果をたくさん述べ

ていただきました。本当に２年間、かなりの

ことをやっていただいて、それなりの成果が

十分挙がっておるということは私らもわかっ

ておりますし、今後、21年度から組織の再編

がされるということなんですが、そんな中で

子育て支援課の話が出ておりましたけども、

そしたら、教育改革推進室が今まで果たして

きた役割はどういうものであったかといいま

すと、学校教育と社会教育の連携とか、成果

として生涯学習の問題、「人が育ち合う、共育

のまちづくりプラン」の問題等いろいろある

んですけども、基本的にいいますと、学校教

育と社会教育、生涯学習、この辺の連携とい

いますか、そこに大きな役割を果たしておっ

たと思うんです。 

 そんな中で、この教育改革推進室がなくな
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りますと、今後生涯学習の部分がどうなって

いくのかということを大変心配をしておりま

す、実際のところ。今、生涯学習の部分につ

いても教育改革推進室のほうがかなり力を発

揮していただいておるんですが、生涯学習自

体が大変弱いという、これ、若干通告とずれ

る観点もあるかもわかりませんが、教育長の

答弁がありましたので、組織の問題を挙げて

おりますので、その辺でご理解いただいて答

弁をいただきたいんですが、生涯学習のほう

が今後大変心配になってくるわけですね。 

 今は、教育改革推進室があって、学校教育

の部分をやっと、生涯学習を見ながらきちっ

とした連携をとって橋本市の教育のまちづく

りをやっていただいておるんですが、今後子

育て支援課ができたとしても、生涯学習のほ

うが若干弱くなるのかなという気がするんで

す。組織的にも現在も大変私は弱いという判

断をしておるんですが、その辺について教育

長のお考えを少し聞かせていただきたいです。 

○議長（中上良隆君）教育長。 

○教育長（森本國昭君）現在、中央公民館は

公民館の主導的立場に立ってそういうことを

主にやっておりますが、今後中央公民館が社

会教育の中心になって企画運営をしていくと

いうほうに、生涯学習の中へ入れてそういう

方向でやっていきたいと。 

 それで、公民館の主導的立場だけやなしに、

公民館長が社会教育の部門を特化されること

によりまして、ただ、中央公民館の貸し館と

いうだけではなしに、公民館を利用して充実

した生涯学習ができるように、そういう点も

考えに入れております。 

 生涯学習をすることによって、学校教育と

連携をしながら進めるのは今までと変わりは

ないのでございますけれども、そういう点、

中央公民館の中に生涯学習を入れて中心にな

ってやっていただくと、そういうのはちょっ

と変えたいと、そういうふうに思っておりま

す。 

○議長（中上良隆君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）教育改革プランの課題

が継続性を持っていかなくてはならんという

ことと、今までやってきたことに肉づけをし

ていくという今後の課題があるわけでありま

すけども、そのことが新しい組織といいます

か、この新しい組織というのは子育て支援課

だけなんですが、生涯学習の組織と学校教育

の現在の両組織の中で、教育改革プランに沿

ってやってきた、改革推進室が取り組んでき

たことが継続され、肉づけされる組織になる

のかどうか、この辺を一番危惧するところな

んですよ。 

 今でも私は生涯学習系統の部門の組織が大

変弱いという気持ちを持っておりますし、そ

んな中で、今後、今まで教育改革推進室がや

ってきたいろんな教育改革プランのこのこと

を継続してやっていかないかん、そしてなお

かつ、今までやってきたところにさらに肉づ

けをしてやっていかないかんということにな

ってきますと、生涯学習のほうの組織体制と

いうのはこれからものすごい大きな役割を果

たしてくると思うんですね。組織をやっぱり

きちんとしていかんとだめやと思うので、そ

の辺について十分考えた中での予算をとって

いただきたいといいますか、そうでないと、

２年間何のために教育改革推進室ができて、

４人も要員がおった中で活動というか、かな

りいろんな事業をやっていただいり、いろん

な取り組みをやっていただいていますので、

これを無駄にしないためにも、あと、継続、

肉づけをしていくためにもきちっとした体制

をとっていくことが本市の教育プランにのっ

とった「人が育ち合う、共育のまちづくりプ

ラン」になっていくのではないかと思うので、

その辺は十分教育委員会としても考えた中で
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体制づくりをぜひともしていただきたいとい

うことで、これは要望にしておきます、きょ

うあまりやってもなかなかあれなので。あと、

やりたいことがたくさんありますので、一応

要望ということで、きちっとした生涯学習の

体制をとっていただきたいということ。現状

でも不満足であるので、さらなるこの教育改

革プランにのっとったことを進めていくので

あれば、さらに組織の充実をやっぱりやって

いかなければならんと思いますので、よろし

くお願いしておきます。 

 二点目は終わります。 

 そしたら、１番の幼保一元化５カ年計画の

ほうに入りたいと思います。 

 今答弁いただいたんですけれども、①のす

みだこども園についての地元説明と協議の件

ですが、７月に地元懇談会をやっておるとい

うことなんですが、そのときに要望が出てき

ておるということで先ほど述べていただいた

んですけれども、これだけの要望なんですか。 

 これだけの要望を７月に地元懇談会で受け

て、今は12月でしょう、７月からどういう議

論をしておったんですか。地元の要望があっ

て、これは、きちっと５カ年計画を立てるわ

けでしょう。そしたら、きちっと今年度中に

進めなかったら、これは絶対にできないんで

す、計画どおり。 

 教育改革推進室のやっている、こういう基

本計画というのは大きな目標なんですわ。そ

れに向けて、年次計画がないので、とりあえ

ず細かく積み上げていくということは大事な

んやけども、議会に５カ年計画の年次計画、

年次も入れて計画を出しておって、それが遅

れてきておるということについては大変問題

があるんじゃないでしょうか。５カ年計画と

いうことで、大きなスパンで順次やっていき

ますというのだったらわかるんですよ。年度

年度で区切ってきちっと計画を出しておるわ

けでしょう、議会に対しても、市民に対して

も。それが大きく遅れてきておるのはどこに

原因があるかということで、まず、次のすみ

だこども園に対して地元懇談会を開いて、い

ろんなご意見を聞いて、どうすれば第２番目

のすみだこども園が開園できるのかというこ

とに取り組んでいかないかん、そのために懇

談会をやっておるのやから、その懇談会をや

ってから何カ月たっても地元に対しての答え

も返ってこない、市としての考え方も返って

こない、できないものはできない、こういう

ようなことはできますよとか、そういうこと

が何で返ってこないのかなということで、ち

ょっと取り組みについての説明をお願いした

いんですが。 

○議長（中上良隆君）幼保一元化推進室長。 

○幼保一元化推進室長（前田彦尚君）すみだ

こども園につきましては、７月末に懇談会、

第１回目を開催いたしましたところでござい

ます。その中で大変厳しいご意見をいただき

まして、特に隅田地域の西にもこども園をつ

くってほしいという強い要望がありました。

その後、９月の上旬に隅田地域の区長のほう

から申し入れもございまして、何としても隅

田の西地域にもこども園をつくっていただき

たいという要望も受けております。 

 そういう要望の中で、市の事務レベルの段

階ですけれども、一応何とか検討できないか、

要望にこたえる形で案を考えられないかとい

うことで何回か検討を重ねておったというの

が遅れた原因になっております。それが主な

遅れた原因ですけれども、次回は開催予定は

入っておりますので、遅れを取り戻すべく頑

張って懇談会をやっていきたいと、こう思い

ます。 

○議長（中上良隆君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）なかなかスムーズにい

かんのはわかるんです、地元要望もあるので。
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問題点が出てきたら、こっちですぐに議論し

て、それで一定の返事を返してやる、返した

中で地元と議論をして、その中でいい方法を

考えていくというのが手法でしょう。 

 だから、そんな中で、市長も地元へ行かれ

たと思うんです。市長も地元で説明会か懇談

会のときに市長は見直しますという返事もさ

れておると聞いているんですよ、私どもは出

席していなかったんですか。地元の意見も含

めて、すみだこども園のことについては一定

見直しますという返事をされたと聞いておる

んですが、そういう市長自ら見直しますと言

われておるのであれば、やはり担当がきちっ

と、市長はこういう細かいことまで見直す、

作業に入る必要はありませんので、それぞれ

の担当部署は市長の意向に沿って速やかに見

直しをするというのが行政の役割だと思うん

です。そのことをきちっとやっていかないと、

これはすみだだけの問題と違って、後々すべ

ての園にかかってくるわけでしょう。 

 すみだが２年遅れたら、次、３番目は西部

ですよね。西部もまた２年遅れるかわかりま

せんね、スムーズにいけばいいんですけど。

そしたら、また全部遅れてくるということに

なる。やはり、まず、高野口こども園がそれ

なりにスタートできるのであれば、次のとこ

ろはきちっと議論を詰めて見通しを立てると

いうことでないと、今ですらも全く見通しが

立たんような状況でしょう。２年は完全に、

設計、建設終了まで２年かかるということで、

今すぐ同意を得ても１年遅れるわけでしょう。

そしたら、これは何年遅れるんですか。その

辺をやっぱり、もっと地元に入って。これは

橋本市の子どもたちにとって本当に大事な構

想なんですよね。行財政改革の部分も多少あ

ると思いますけども、基本的にはこのこども

園構想で見ましても、橋本市の子どもたちの

ためにということが出ておるんでしょう。そ

したら、やっぱりもっと積極的にやってもら

わんと困るので、遅ればせながらでもちゃん

とやってください。 

 そして、その計画どおりに進めようと思っ

たら、組織的に大変弱いのかなという気もす

るんですよ。今、高野口こども園の開園に向

かっていろんな作業をされておる中で、それ

と並行して次のこども園の開園に向けての交

渉といいますか、いろんなことをせないかん、

これは大変な作業ですわ。もともと計画がダ

ブっておるというのか、段階的になっておる

から、どうしても次から次へと並行してやっ

ていかないかんという状況になっておるわけ

でしょう。 

 そしたら、要員的にもほんまに大丈夫なの

かと。市が計画どおりに進める気があるのか。

あるのであれば、進めるための組織をやっぱ

りきちっとしてやるということでないと、こ

れ、これからほっといて進まんと思いますよ。

組織的にも本当にやる気があってそういう組

織もしていくのかどうか、その辺答弁いただ

けますか。 

○議長（中上良隆君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）こども園の初めの

答弁で、見直していく部分がかなりあるとい

うことで答弁してございます。そういうこと

で、遅れているのはかなり遅れている、１年

遅れになっているというような状況もござい

ます。そういったロードマップを示した中で、

次のに移れないという遅れもございます。こ

れは非常に信頼を損なうような状況だったと

いうふうに考えてございます。 

 そういうことも含めまして、これの対応に

ついては早急に組織も含めた緊急会議を開い

て対応していくというふうに考えてございま

す。次のすみだ園の委員会を開催するにあた

っても、そういう形で部内の会議を開いてい

きたいというふうに考えてございます。 
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 それで、具体的な、ずらしていくというの

はまだ私の口からは言えませんけども、これ

は早急にしなければいけないということで認

識してございますので、そうしていきたいと

いうふうに考えております。 

○議長（中上良隆君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）きちっと組織をしてく

ださいよ。 

 それと、すみだ園が遅れておるという、地

元の要望で一番大きいのが、隅田地区の西の

ほうにもう１園欲しいという要望があると思

うんです。 

 そしたら、計画の中で中学校区に１園とい

うことにものすごいこだわっておるんですね、

市当局としては。そやから、西へできないと

いう感覚をお持ちだと思うんですが、中学校

区に一つにこだわっていながら、中学校区に

一つになっていないと。隅田は、中学校一つ

にこだわっておるんやけど、よそへ行ったら

中学校区に一つと違いますね。高野口町なん

かでも、高野口中学校というのは高野口町に

一つしかありませんね。そしたら、こども園

ができていますね。公立の園が何園かありま

すね。それで、幼稚園もあるし、将来の感覚

からいうたらそれをどないするのやという話

になりますけれども、この５カ年計画では、

全然中学校区１園にこだわっていない、西の

ほうは。橋本地区とか隅田地区については中

学校区の１園にこだわっているわけです、学

文路地区についても。 

 その辺が、基本的にすべての中学校区に１

園という形であれば、そら市民としても納得

はできるだろうけども、その辺のこだわりが

もうひとつおかしなこだわりなので、隅田地

区の皆さんとしては、やはり、子ども数から

いうても広さからいうても、西へ１園という

要望というのは僕は当然のことやと思うんで

す、これはね。財政的にどうあるのかわかり

ませんけれども、要望としては当然のことや

と思うんです、その辺ね。 

 そしたら、隅田だけで解決できへん問題で

あるのであれば、橋本・隅田の地域の横に私

の地域があるんですよ、橋本東保育園、橋本

保育園の次の５年先の橋本こども園構想があ

るわけでしょう。そしたら、隅田の中だけで

検討しておってもできへんのやったら、何で

橋本も交えて検討せえへんのだと。橋本小学

校ブロックは大変少ないです、子どもが減っ

ています。そこで１園という考え方、それは

ありがたいですけども、隅田のほうで困って

いるのやったら、何で隣接した橋本こども園

構想も巻き込んだ中でどないかして考えられ

へんのかと。 

 現在も昔もそうですけども、河瀬や下兵庫

の子どもが橋本東保育園へ来ていただいてい

ます。今でも多分来ていただいておると思う

んですけども、そういう状況の中からいった

ら、これは小学校区を越えてでも来ているわ

けでしょう。そしたら、そこらも巻き込んで

いいものをどないかしてまとめて考えてつく

ったらいけんことないでしょう。そやから、

その辺ももっと、ただ、順番にこだわらんと、

やっぱりできるところを一緒にしてやってい

かんと話にならんので、その辺についてどな

い考えておるのか。 

○議長（中上良隆君）幼保一元化推進室長。 

○幼保一元化推進室長（前田彦尚君）現在、

隅田の懇談会を開催しております。懇談会に

つきましても、いろんなご意見をいただく中

で、一定意見が出尽くされますと、その懇談

会の意見を踏まえまして、市としていっぺん

全体的な見直し、実施期間、開園年度をつく

ってきております。そんな中で、こども園の

計画の見直し、これはやっぱりしていかなけ

ればならないと思っております。そのときに、

辻本議員が言われたような発想も含めた形の
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見直しも考えていかなければならないという

ふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中上良隆君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）まずは隅田のほうに地

元説明、再度懇談会を持って市の意向を述べ

ていただいて、きちっとやってください。そ

して、大きな見直しが、すみだがスムーズに

いくのであればいいんですけども、全くいか

んようであれば、きちっとした見直し計画を

出して議会に提示いただきたいと、このよう

に思います。 

 そんな中で、実際かなり遅れてきています

ので、古い園の問題ですが、緊急性を考慮し

て補修するということなんですが、ものすご

い古いんですね、特に橋本保育園、橋本東保

育園がかなり古いです。橋本東保育園は昭和

49年なんです。それで、橋本保育園は昭和50

年。この市内の市立保育園を見ていてもかな

り古いです。伏原と名古曽も48年、49年、こ

こらも古いんですね。 

 そやから、これ、私は不思議でしようがな

いんです。こんな古い園をほっておいて、新

しいところからこども園にしていくというの

も何か納得いかんのですけども。ほんま言う

たら、古い園からどないかしていってやろう

かというのが普通やと思うんですが、その辺

は今後改めて計画をきちっと出してもろうた

らいいんですが。 

 これ、今までこんな話があるので、保護者

でもそうですけども、ちょっと待ってよと、

ほんまにちょこちょこっとしか補修していな

いんですよ。ほんまにこんな状況で子どもら、

一番大事な時期です、保育園、幼稚園という

のは。今一番大事な幼年期を過ごす場所であ

る保育園とか幼稚園、子どもが行って、夢を

持てるような場所ではないですね、特に古い

幼稚園とか保育園へ行きますと、玄関を入っ

ただけでほんまに子どもが楽しい、ここへ来

てよかった、この園で１日過ごして楽しめる

わというふうな、そんな雰囲気があるような

園なんて、ほんまに悲しいかな、橋本市の公

立保育園にありません、実際。 

 僕も孫がおりますので、適当な時期に何回

かは行っています。嫁から要望があれば送迎

をしています。うちは、位置は市脇、こっち

なので、橋本保育園へ行きます。ほんまに全

然あきませんわ。話にならんような施設です、

実際のところ。大人が行ってもこんなところ

なと思うようなところやから、子どもらが喜

ぶはずがありませんわ。それをなおかつ、橋

本と東なんか７年、８年待てというんです、

よく直すのに。ちょこちょこちょこっと補修

はしているけれども、こんな状況で橋本市の

子どもたちがちゃんと育つと思われますか。

一番大事なときなんよ。いろんな感情、心の

豊かな子どもが育つかというたら、これはほ

んまにちょっと反省してもらわんと、もっと

見直し計画の中で、古い園についてはそれな

りに予算をとってきちっとした園にしてもら

わんとやっぱり困るんですよ。その辺ちょっ

とご答弁。 

 ただ、簡単な、ちょっと雨漏り直したらえ

えわというような問題と違うので、その辺の

ある程度の大きな補修計画も次の幼保一元化

５カ年計画の中に入れていただけるのかどう

かだけ聞いておきます。 

○議長（中上良隆君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（森本健二君）今辻本議員が

ご質問いただいた件につきましては、補修す

るにはかなりの費用がかかってきます。そこ

らも踏まえまして検討させていただきまして、

必要なことについては補修させていただきた

いと思っておりますので、よろしくお願いし

ておきます。 

○議長（中上良隆君）副市長。 

－166－ 



○副市長（清原雅代君）辻本議員のおっしゃ

ることは、古い園を早くというのは重々承知

しておりますが、まず、すみだこども園をな

ぜ一番先に計画したかということにつきまし

ては、そこの地域の子どもが増えてきており

まして、地元の子どもが地元のところへ行け

ないというような状況も出てきているという

のと、プラス子どもの少ない幼稚園、山内と

かでしたら、非常に少ない子どもで１園ある

という中で、いろんな問題が出てきている中

で一番先にすみだを考えていくべきであろう

ということで取り組んできております。 

 しかし、言われるように、園自体が、計画

が遅れることで非常にいろんな問題が出てく

るということも十分理解できますので、今後

必要な対策については市としても対策、修繕

とかを講じていきたいということと、古い園

も優先順位を高めて計画してまいりたいとい

うふうに考えます。 

 以上でございます。 

○議長（中上良隆君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）もっともっと答弁いた

だきたいんですけども、大変不満足ですけど

も、時間もないので、この辺で幼保一元化、

高野口のことでも一点言いたいことがあった

んですが、これはまた別な機会にさせていた

だきます。 

 そしたら、３番目の人工透析の件について

入っていきたいと思います。 

 病院長のほうから当初できなかった理由と

いうのを言っていただいたと思うんですが、

理由というのは、官民の役割分担ということ

をまず第一点に挙げられておられました。と

いうことは、民間でやるから市民病院はせん

でええと。市民病院は急性期病院であるので

ということもこれも一点やと思うんですが、

官民の役割分担、民間が二つあるから、それ

に影響を与えてはいかんのかどうかわかりま

せんが、市民病院はしないという結論に達し

たのか、その辺、当時のことなので今さら言

うても仕方ないんですが、橋本市内で民間の

病院は二つあるんですけど、そこでの透析を

受けておる方のご意見といいますか、そこで

の透析の状況に対して、議会で私は言えない

んですよ。その病院のやり方、そういうもの

をどんなふうになっているのかと言えないん

ですよ。そしたら、市民病院であれば、やっ

ぱり議会の目もあるし、市民病院という観点

からいくと、ものすごい患者さんが安心感を

持たれるわけですよ。 

 最初に言いましたけども、いろんな病気を

持っている方が行かれて安心して。２箇所あ

りますけど、１箇所なんていうのは透析専門

でしょう、名前はわかっていただいていると

思うんですが、透析専門のところで何かほか

の病気が出たときにどないするんやと。そし

たら、そちらのＡ病院は透析専門であったら、

そこで何か発生したら、透析もやっているＢ

病院はそれを受け入れてくれないという問題

があるわけでしょう。そしたら、Ａ病院の透

析しかやっていない病院でそういう問題が発

生したら市民病院へ来るわけでしょう。そう

いうことじゃなしに、そういういろんな観点

から市民病院、総合病院であるということが

ほんまに透析されている方にとっては安心感

があるわけですね。 

 市内の透析患者も言われておったんですけ

ども、12月２日現在、143名おられます、病院

長。これは、透析にも血液透析と腹膜透析が

ありますので、すべてがある施設で透析を受

けられておるとは限りませんが、143名。腹膜

透析というのはほとんど少ないと思います。

そやから、ほとんどが血液透析やと思います。

これ、去年から今年で、透析された方で16名

亡くなっておるんですよ。去年131名おられて、

16名、透析された方が亡くなって、なおかつ
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143名に増えておるということなので、毎年か

なり増えていっておるというのが現状なんで

すね。 

 そやから、我々は、医師会の中でもいろい

ろ言っていただきたいんですが、本当にきち

っと２民間病院が透析患者の、いうたらいろ

んな病気を持っている方も含めて、透析患者

個人個人のいろんな体に合った透析をやっぱ

りちゃんとやってもらいたいので、その辺に

ついては私たちは病院に言えませんので、で

きましたら病院長のほうからそういう話をし

ていただきたいと思います。 

 それで、透析はどうですか。診療報酬は幾

らで、今、市民病院で透析をすればどれぐら

いの費用がかかって、だいたい患者が何人来

るとしてどれぐらいのお金がかかるかという、

そういう試算はしていただいています。 

○議長（中上良隆君）病院長。 

○病院長（山本勝廣君）議員おっしゃるとお

り、大きな病院で、何もかもそろった科のあ

るところで透析を受けられるということは、

患者さんにとってはもちろん安心感があると

思います。それを当院でできるかということ

が、まず一つ、問題があると思います。 

 それと、橋本保健所管内で、58床で143名と

いうことで、この143名が橋本保健所管内で治

療されているかどうか、要するに他府県に行

かれているかもしれませんが、58床で、普通

は１床につき１日にお二人の患者さんを透析

するというふうにしないと費用を賄えないと

いう状況でございます。ですから、確かに、

143名なので、58掛ける２では足りないんです

けども、この143名の方が細かくどういう形で

治療されているかを私は存じないんですが、

そういう状況もございますので、地元の医院

あるいは病院との病診連携を活用しないと今

の現状では難しいかなというのが私の答弁で

ございまして、経済的なことに関しては事務

長から。 

○議長（中上良隆君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）それは結構です、ＩＣ

Ｕができるときにいろいろ考えていっていた

だくということなので。 

 最後に、透析というのは、基本的には亡く

なるまで一生つき合わなければならない病気

なんですね。そんな中で、患者さんの市民病

院につくってほしいという強い思いというの

はやっぱり十分わかっていただきたいんです

よ。それで、きちっと経営状態が良うなって、

ＩＣＵを設立するときに必ずやっていただき

たいとお願いしておきます。 

○議長（中上良隆君）これをもって、12番 辻

本君の一般質問は終わりました。 

                     

○議長（中上良隆君）これにて一般質問を終

結いたします。 

 以上で本日の日程は終わりました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

（午後４時46分 散会） 
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